
「名古屋港フェーズ別高潮・暴風対応計画（木材）」 

情報共有・提供 体制 施設管理の指示等 その他 移動・退避 資材保護等 動かない資産

台風
最接近の
１～５日
前

Ⅰ

・対策本部設置 ・社屋,事務所の状況確認
　（飛散、転倒被害の防止）

・荷主又は出荷地との調整 ・流木対策の準備

（水面貯木場）
・あばの連結による
　第二貯木場の出入り口封鎖

・筏と係留杭のもやい取り強化

・陸側に接する面の筏の連結強化

（陸上貯木場）
・ワイヤー結束による転落防止措置

・化繊ロープの共締めによる転落防
止強化

（製材品置き場）
・高積及び不安定な製材品を荷繰り
し、転落防止措置

・台風対策用備品,タオル,
　給水シート（土のうの数量,
　ビニールシート他）の確認
　および補充

・社屋,事務所の浸水対策実施

・対策備品の準備
　（小型発電機、照明、工具用品）

・倉庫内外の移動可能な設備の退避
　[状況に応じて実施]

（水面貯木場）
・筏を貯木場へ収容

・あばによる第二貯木場の
出入り口封鎖の強化

・こう門上段扉の閉鎖

・社員への避難指示
　(自治体の避難指示に基づく）

・社員の安全確認

・交通機関・道路の状況把握

・社屋・事務所の
　防水補強,浸水対策実施
　（閉鎖、施錠状況の確認
　　土のう設置など）
【状況に応じて実施】

・作業の中止
[各社でタイミングを判断して実施]

・外航船/内航船退避
(陸上貯木場）
擁壁の設置による流出防止措置 ・.倉庫及び倉庫内電源設備の

　防水補強,浸水対策実施
　（閉鎖、施錠状況の確認
　　土のう設置など）
【状況に応じて実施】

Ⅲ

Ⅳ

・社員の安全確保

・帰宅困難者対策　[状況に応じて実施]

・社員の安否確認

・出勤,自宅待機の指示　（出勤前の場合)

・社用車の安全な場所への移動
　[状況に応じて実施]

台風
通過後

台風
最接近の
１日前

Ⅱ

フェーズ 気象庁の情報
港長の
勧告

・社員への気象情報提供

・社員の状況把握

・警戒体制を関係者に連絡

人命の安全確保、情報伝達等 物流機能の維持

台風
最接近の
半日前

台風
最接近の
６時間前

台風
最接近の
数時間前

台風
最接近時

台
風
進
路
予
報
・
台
風
に
関
す
る
気
象
情
報
（

随
時
発
表

）
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